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論文内容の要旨

一般に，芳香族縮合高分子は優れた耐熱性と機械特性を有する高性能高分子として知られている。しかし，これら

の高分子は一方で加工性に劣る問題を抱えている。このため，芳香族ポリマーの加工性を改善する事を目的として，

ポリマー構造の改質により溶解性や溶解性を引き出す研究が盛んに行われてきた。

本研究では，芳香族縮合系高分子の溶解性に着目し，次の3つの視点から溶解性を高めた芳香族縮合系高分子を得

ることに成功した。

① 芳香族ポリアミドが有する優れた耐熱性を損なわずに溶解性を引き出すことを目的として，フェニル置換基を有

する新規モノマーを合成した。これから，有機溶媒に可溶で耐熱性にも優れたポリマーを数種合成することができ

た。この中には，剛直棒状構造でありながら高い溶解性を示すものもあった。

② フリーデルクラフツ反応を用いたポリ(エーテル・ケトン)の合成は，モノマ一種の選択幅が広い特徴を持つO

しかし，その反応挙動の詳細は報告されておらず，十分な高分子量のポリマーを与える反応条件は明確でなかった。

今回の反応挙動を詳細に調べることにより，優れた溶解性を持つ構造を含め種々のモノマーから高分子量ポリマー

が得られる重合条件を見い出した。

③ ポリイミドの重合媒体としてポリリン酸が有効であることを明らかにした。これによりポリ(イミド・オキサゾー

lレ)を初めて均一溶液として合成することができた。

芳香族高分子からなるフィルムは水素ガス等の気体分離膜として興味がもたれているO しかし，一般に溶解性に

劣るポリマーが多いため，研究に取り上げられるポリマーは限られており，ポリマー構造と気体透過性の関係を系

統的に調べた研究はほとんどなかった。そこで，本研究で行った可溶性ポリマーの合成で得られた知見を基に，芳

香族ポリアミド及びポリ(エーテル・ケトン)において，ポリマー構造を系統的に変化させた可溶性共重合体を合

成した。これらのポリマーから作製したフィルムのガス透過性を調べた結果，芳香族ポリマーを用いた水素ガス分

離性能は膜の徹密性に支配されていること，この綴密性は高分子鎖中のメタ結合による柔軟性付与により高められ

ること等，ポリマー構造とガス透過性の関係が明らかとなった。その結果，水素/一酸化炭素の分離特性が際立つ
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て高い分離膜を得ることができた。

論文審査の結果の要旨

一般に，芳香族縮合系高分子は，優れた耐熱性と機械特性を有する高性能高分子として知られている。しかし，こ

れらの高分子は，いずれも，溶解性が悪く，加工性の点で問題を抱えている O 坂口君の研究は，既存の重合反応を改

善すると共に新規モノマーの合成さらに重合溶媒の開発を通して，溶解性の高い種々の芳香族縮合系高分子の合成に

成功した。

このように，本論文は縮合系高分子合成における基礎的な研究を通して，これまで困難であった問題点を解決した

ものであり，博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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